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1) Yoshimatsu R，Yamagami T，Kato T，Hirota T，Matsumoto T，Nishimura 

T ． Usage of pull-through technique at the time of port-catheter 
implantation in cases with celiac arterial stenosis or tortuosity．CIRSE 
2007．Main program and abstract book：287，2007． 

 
2) Hiraishi K，Hori S，Sugiura T，Yamagami T，Hori A，Nakagawa Y．
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interventional radiological treatment for deep venous thrombosis of the 
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tulip vena cava filter 抜去困難時の対処．第 13 回肺塞栓症研究会学術集会
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Ⅵ．学会発表 
Ａ 国際学会  
１）特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 
 
２）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 
 
３）一般講演（ポスター発表を含む） 
1) Sakai K，Yamada K，Oouchi H，Nishimura T ．Diffusion tensor imaging 

reviles the evolution of neuronal cell membrane damage in stroke 
patients: A simulation study ．15th annual meeting of International 
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3) Yoshimatsu R，Yamagami T，Kato T，Hirota T，Matsumoto T，Nishimura 

T ． Usage of pull-through technique at the time of port-catheter 
implantation in cases with celiac arterial stenosis or tortuosity．Annual 
Meeting and Postgraduate Course of the Cardiovascular and 
Interventional Radiological Society of Europe．2007 September 8-12；
Athens，Greece． 

 
4) Hiraishi K，Hori S，Sugiura T，Yamagami T，Hori A，Nakagawa Y．
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Postgraduate Course of the Cardiovascular and Interventional 
Radiological Society of Europe．2007 September 8-12；Athens，Greece． 

 
5) Hori S，Hiraishi K，Sugiura T，Yamagami T，Hori A，Nakagawa Y．
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and Postgraduate Course of the Cardiovascular and Interventional 
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6) Yamagami T，Matsumoto T，Yoshimatsu R，Kato T，Hirota T，Nishimura 

T ． Prophylactic implantation of inferior vena cava filter during 
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lower extremity．Annual Meeting and Postgraduate Course of the 
Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe．2007 
September 8-12；Athens，Greece． 
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Enhanced MRI Findings and Long-Term Clinical Outcomes．2007 SIR．
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May1-6；Seattle，USA． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｂ 国内学会 
１）特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 
1) 山崎秀哉．膵臓癌の放射線療法．教育講演，第 20 回日本放射線腫瘍学会学

術大会．2007 年 12 月 15 日；福岡． 
 
2) 山田 惠．急性期脳梗塞の画像診断 －diffusion/perfusion に関する最近の

話題－．第 29 回和歌山脳卒中研究会．2007 年 3 月 3 日；和歌山． 
   
3) 山田 惠．急性期脳梗塞の MR 画像診断：最近の進歩．第 27 回脳神経外

科コングレス総会．2007 年 5 月 19 日；仙台．  
 
4) 山田 惠．かしこい MRI の使い方．第 290 回関西眼疾患研究会特別講演．

2007 年 6 月 27 日；京都．    
 
5) 山田 惠．急性期脳梗塞の画像診断：diffusion / perfusion に関する最近の

話題．第 62 回東海総合画像医学研究会．2007 年 8 月 4 日；名古屋．   
 
6) 山田 惠．MR perfusion weighted imaging の基礎，臨床，そして限界．

第 17 回東北脳 SPECT 研究会．2007 年 9 月 7 日；弘前．  
 
7) 酒井晃二、山田 惠．DWI データを利用する！マッピングとトラクトグラ

フィー．第 35 回日本磁気共鳴医学会大会．2007 年 9 月 28 日；神戸．  
 
8) 山田 惠．拡散強調画像を用いた MR tractography の基礎と臨床．第 28

回群馬 MR 医学研究会．2007 年 10 月 19 日；高崎．   
 
9) 山田 惠．MRI で見る大脳の神経線維束：MR Tractography．第 43 回日本

医学放射線学会秋季臨床大会．2007 年 10 月 27 日；名古屋．   
 
10) 山田 惠．救急で役立つ神経画像診断； 脳卒中を中心に．神経画像検討会

特別セミナー．2007 年 11 月 2 日；京都．    
 
11) 山田 惠．アーチファクトから理解する MR の原理．第 3 回放射線学術講

演会．2007 年 11 月 7 日；小倉．  
 
12) 山上卓士．CT フルオロスコピーを用いたインターベンショナルラジオロジ



ー(IVR) －肺野腫瘤性病変に対する IVR を中心に－ ．舞鶴医師会学術講

演会．2007 年 12 月 20 日； 舞鶴． 
 
13) 奥山智緒．臨床核医学の現状と今後－悪性腫瘍－．ミニレクチャー，第 40

回日本核医学会近畿地方会．2007 年 6 月 30 日；尼崎． 
 
14) 奥山智緒．核医学でガンがどこまでわかるのか？．市民公開講座，第 27 回

核医学技術総会学術大会．2007 年 7 月 14 日；京都． 
 
15) 奥山智緒．FDG-PET 読影医師が技師に望むこと．教育講演，第 4 回京滋

PET 技術懇話会．2007 年 10 月 6 日；京都． 
 
16) 奥山智緒．皮膚科疾患における画像診断(機能画像)．教育講演，第 58 回日

本皮膚科学会中部支部学術大会．2007 年 10 月 20 日；京都． 
 
17) 奥山智緒．PET により腫瘍診療はどう変化してきたか？．教育講演，第 89

回社団法人大阪耳鼻咽喉科医会研修会．2007 年 10 月 7 日；大阪． 
 
18) 奥山智緒．腹部画像診断における FDG-PET の位置付け．特別講演，第 13

回北摂癌治療研究会．2007 年 1 月 27 日；大阪． 
 
19) 牛嶋 陽．基礎講座「核医学検査のメリット」．教育講演，第 27 回日本核医

学技術学会総会学術大会．2007 年 7 月 15 日；大阪． 
 
20) 田中 治．救急医療における 64 列 MDCT の使用経験～放射線科医の立場か

ら～．第 70 回高速 X 線 CT 研究会．2007 年 1 月 11 日；京都． 
 
21) 田中 治．B-RTO －基本から応用まで－．第23回京都府立医大関連施設 IVR

カンファレンス．2007 年 11 月 19 日；京都． 
 
２）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 
1) 山崎秀哉、八隅秀二郎、柳本泰明、井岡達也、田中聖人．パネルディスカッ

ション，膵癌の一般治療をどう進めるか．第 8 回関西 Medical Oncology フ
ォーラム学術講演会．2007 年 6 月 21 日；大阪． 

 
2) 山田 惠．脳卒中の画像診断アップデート；脳卒中における diffusion 



perfusion 最近の話題．第 30 回日本脳神経 CI 学会総会．2007 年 2 月 2 日；

大阪．  
 
3) 山田 惠．脳腫瘍に対する multi-tensor tractography の応用．第 36 回日

本神経放射線学会．2007 年 2 月 8 日；高松． 
     
4) 山田 惠．拡散強調画像で観察する神経線維束:その現状と限界．第 35 回日

本磁気共鳴医学会総会．2007 年 9 月 27 日；神戸． 
 
5) 山田 惠．MRI を用いた臨床脳循環代謝測定の現状．第 19 回日本脳循環

代謝学会総会．2007 年 10 月 25 日；盛岡．  
 
6) 伊藤博敏、西村恒彦．３D・４D 画像の進歩：生体の画像化の限界に迫る 3D・

4D 画像を臨床において使いこなすために．第 26 回日本画像医学会シンポ

ジウム．2007 年 2 月 23 日；東京． 
 
7) 高畑暁子、奥山智緒、伊藤博敏、西村恒彦．FDG-PET, PET/CT の有用性 

3． 骨盤領域 －MR 拡散強調画像との比較－．第 26 回日本画像医学会シン

ポジウム．2007 年 2 月 24 日；東京． 
 
8) 田中 治．MISSION IMPOSSIBLE ケースカンファレンス MISSION 1 閉

塞した肝動脈を突破せよ！ 出題．第 31 回リザーバー研究会．2007 年 2 月

23 日；京都． 
 
9) 田中 治．MISSION IMPOSSIBLE ケースカンファレンス MISSION 4 大

動脈解離を刺激せずに、肝動注リザーバーを留置せよ！ 回答．第 31 回リザ

ーバー研究会．2007 年 2 月 23 日；京都． 
 
３）一般講演（ポスター発表を含む） 
1) 山崎秀哉、西山謹司、田中英一、柴田 徹、小岩井慶一郎、鹿間直人、伊藤

芳紀、玉木義雄、玉本哲郎、古平 毅、小口正彦．膵癌化学放射線治療多施

設共同研究のためのダミーラン．第 67 回日本医学放射線学会総会．2007
年 4 月 14 日；横浜． 

 
2) 山崎秀哉、吉田 謙、井上武宏、礒橋文明、吉岡靖生．低酸素状態放射線感

受性におけるミトコンドリア DNA の役割．日本放射線腫瘍学会第 20 回学



術大会．2007 年 12 月 14 日；福岡． 
 
3) 山田 惠、永金義成、中川正法、笹島浩泰、峯浦一喜、西村恒彦．拡散強調

画像で偶然見つかる微小脳梗塞症例の検討． 第 32 回日本脳卒中学会総会．

2007 年 3 月 22 日；福岡． 
 
4) 佐々木真理、工藤與亮先、百島祐貴、山田 惠．急性期脳梗塞における 

CT/MR 灌流画像標準化の意義：perfusion mismatch analyzer の開発．第

32 回日本脳卒中学会総会．2007 年 3 月 22 日；福岡． 
 
5) 細見明子、永金義成、山田 惠、中川正法、西村恒彦．Fiber tracking を用

いた前大脳動脈梗塞におけるに錐体路障害の検討．第 32 回日本脳卒中学会

総会．2007 年 3 月 22 日；福岡． 
 
6) 永金義成、尾原知行、吉川健治、水野敏樹、山田 惠、中川正法．MR 潅流

画像を用いた急性期レンズ核線状体動脈領域梗塞の血流評価．第 32 回日本

脳卒中学会総会．2007 年 3 月 22 日；福岡． 
 
7) 山田 惠、赤澤健太郎、伊藤博敏、結縁幸子、後藤眞理子、西村恒彦．拡散

テンソル画像における交叉線維に加えた新たな問題？Devil’s advocate．第

35 回日本磁気共鳴医学会大会．2007 年 9 月 28 日；神戸． 
 
8) 酒井晃二、山田 惠、大内宏之、西村恒彦．DWI は脳溢血患者の神経線維

膜損傷を明らかにできるか？シミュレーションによる初期検討．第 35 回日

本磁気共鳴医学会大会．2007 年 9 月 28 日；神戸． 
 
9) 高木志穂、酒井晃二、工藤與亮、山田 惠、小山田耕二、西村恒彦．リスク

マップ作成フレームワーク：DWI-PWI mapper．第 35 回日本磁気共鳴医学

会大会．2007 年 9 月 28 日；神戸． 
 
10) 松本知博、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、西村恒彦．左下横隔

静脈より BRTO を行った胃静脈瘤の 1 例．日本 IVR 学会 第 21 回関西合

同地方会．2007 年 2 月 10 日；大阪． 
 
11) 山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、松本知博、西村恒彦．深部静脈

血栓症に対する IVR治療におけるフィルター留置についての検討．日本 IVR



学会 第 21 回関西合同地方会．2007 年 2 月 10 日；大阪． 
 
12) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．IVC フィ

ルター抜去時にフィルターが右房へ偏位した一例．日本 IVR 学会 第 20 回

関西合同地方会．2007 年 2 月 10 日；大阪． 
 
13) 中村尚子、松本知博、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、西村恒彦． 

左下横隔静脈から BRTO を行った胃静脈瘤の一例． 第 285 回日本医学放射

線学会関西地方会．2007 年 2 月 3 日；大阪． 
 
14) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．Pull-through

法を用いたリザーバー留置術の経験．第 21 回リザーバー研究会．2007 年 2
月 23 日；京都． 

 
15) 山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、松本知博、西村恒彦．肝動注リ

ザーバー留置後のカテーテル先端の血栓化についての検討．第 21 回リザー

バー研究会．2007 年 2 月 23 日；京都． 
 
16) 山上卓士．フィブリンシースによる肝動脈 pseudo-occlusion を認めた一例．

第 22 回京都府立医大・関連施設 IVR カンファレンス．2007 年 5 月 14 日；

京都． 
 
17) 山上卓士、寺山耕司、吉松梨香、松本知博、三浦寛司、西村恒彦．動注化学

療法中、肝動脈に pseudo-occlusion を認めた 1 例．日本 IVR 学会 第 22
回関西合同地方会．2007 年 6 月 30 日；大阪． 

 
18) 田中 治、石原 潔、森下博之、佐藤 修、山上卓士、西村恒彦．回収可能

型 IVC フィルター永久留置症例における留置後 CT 画像の検討．日本 IVR
学会 第 22 回関西合同地方会．2007 年 6 月 30 日；大阪． 

 
19) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．門脈血栓

症に対する catheter directed thrombolysis の経験．第 66 回日本医学放射

線学会学術集会．2007 年 4 月 13‐15 日；横浜． 
 
20) 松島成典、久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、山田 恵、赤澤健太郎、大和

田敬、峯浦一喜、西村恒彦．頚動脈留置前後の脳血流評価における Perfusion 



MRI と 123I-IMP SPECT の比較．第 66 日本医学放射線学会学術集会．2007
年 4 月 13 日；横浜． 

 
21) 奥山智緒、牛嶋 陽、新居 健、小川良師、久保田隆生、谷脇雅史、西村恒

彦．制動放射線を利用した Y-90 Iburitumomab Tiuxetan のイメージング．

第 41 回腫瘍・免疫腫瘍核医学研究会．2007 年 5 月 20 日；倉敷． 
 
22) 田添 潤、奥山智緒、小田美乃里、松島成典、久保田隆生、西村恒彦．乳児

腹部腫瘍の一例．第 107 回核医学症例検討会．2007 年 8 月 11 日；大阪． 
 
23) 小田美乃里、奥山智緒、久保田隆生、松島成典、牛嶋 陽、西村恒彦．悪性

黒色腫の治療前の FDG-PET の原発巣集積についての検討．第 47 回日本核

医学会総会．2007 年 11 月 3 日；仙台． 
 
24) 松島成典、久保田隆生、奥山智緒、牛嶋 陽、山田 恵、赤澤健太郎、西村

恒彦．頚動脈ステント留置前後の脳血流評価における 123I-IMP SPECT と

Perfusion MRI の比較．第 47 回日本核医学会総会．2007 年 11 月 3 日；仙

台． 
 
25) 伊藤博敏、久保田隆生、後藤眞理子、増南輝俊、結縁幸子、山田 惠、小原 

真、西村恒彦．心 cine MRI 自動解析による左室収縮及び拡張能の評価：心

SPECT QGS との比較．第 35 回日本磁気共鳴医学会大会．2007 年 9 月 28
日；神戸． 

 
26) 結縁幸子、後藤眞理子、伊藤博敏、山田 恵、西村恒彦．乳癌拡散強調像に

おける造影剤投与の影響について．第 16 回日本乳癌画像研究会．2007 年 2
月 10 日；東京． 

 
27) 結縁幸子、後藤眞理子、西村恒彦、中嶋啓雄．MRI による皮膚側・深部側

断端陽性の危険予測についての検討．第 15 回日本乳癌学会総会．2007 年 6
月 29 日；横浜． 

 
28) 結縁幸子、後藤眞理子、西田香織、伊藤博敏、山田 惠、西村恒彦．乳癌拡

散強調像における造影剤投与の影響について．第 35 回日本磁気共鳴医学会

総会．2007 年 9 月 29 日；神戸． 
 



29) 坪倉卓司、西村拓哉、小林加奈、山崎秀哉、西村恒彦、片倉和雄、山中早苗、

花房範計．舞鶴医療センターにおける全症例の治療計画を遠隔で行う体制の

初期運用経験．日本放射線腫瘍学会第 20 回学術大会．2007 年 12 月 14 日；

福岡． 
 
30) 小林加奈、坪倉卓司、伊藤博敏、牛嶋 壮、内藤泰行、沖原宏治、三木恒治、

西村恒彦．前立腺癌 I‐125 シード治療における MRI‐based dosimetry の

検討．日本放射線腫瘍学会第 9 回小線源部会．2007 年 6 月 16 日；群馬． 
 
31) 小林加奈、坪倉卓司、伊藤博敏、牛嶋 壮、内藤泰行、沖原宏治、三木恒治、

西村恒彦．前立腺癌 I‐125 シード治療における MRI‐based dosimetry の

検討．第 4 回前立腺癌密封小線源永久挿入治療研究会．2007 年 7 月 20 日；

東京． 
 
32) 赤澤健太郎、山田 惠、松島成典、久保田隆生、結縁幸子、伊藤博敏、西村

恒彦．MR 灌流画像による急性期脳梗塞の ischemic penumbra の正確な閾

値決定の検討．第 66 回日本医学放射線学会総会．2007 年 4 月 13‐15 日；

横浜． 
 
33) 赤澤健太郎、山田 惠、松島成典、久保田隆生、結縁幸子、伊藤博敏、西村

恒彦．MR 灌流画像による急性期脳梗塞の ischemic penumbra の正確な閾

値決定の検討．第 8 回ニューロイメージング研究会．2007 年 7 月 4 日；京

都． 
 
34) 松本知博、山上卓士、寺山耕司、吉松梨香、三浦寛司、西村元喜、西村恒彦．

RFA 後難治性気胸が生じた一例．第 22 回京都府立医大･関連施設 IVR カン

ファレンス．2007 年 5 月 14 日；京都．  
 
35) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．門脈血栓

に対する catheter directed thrombolysis の経験．第 66 回日本医学放射線

学会学術集会．2007 年４月 13‐15 日；横浜． 
   
36) 後藤眞理子、結縁幸子、伊藤博敏、西村恒彦．授乳中に増大を認めた多発乳

腺腫瘤の 1 例．第 16 回乳癌画像研究会．2007 年 2 月 11 日；京都． 
 
37) 後藤眞理子、結縁幸子、西村恒彦．非浸潤性乳管癌の造影 MRI 診断：浸潤



の推定は可能か？．第 15 回日本乳癌学会総会．2007 年 6 月 29 日；横浜． 
 
38) 高畑暁子、伊藤博敏、小田美乃里、田添 潤、西村恒彦．総排泄孔奇形 Cloacal 

Anomaly の 1 例．日本医学放射線学会秋季臨床大会．2007 年 10 月 25‐
27 日；愛知． 

 
39) 岡部春海、西村恒彦．宇治武田病院におけるTomoTherapyの初期臨床経験．

日本放射線腫瘍学会第 20 回学術大会．2007 年 12 月 14 日；福岡． 
 
40) 岡部春海、小林加奈、西村恒彦．宇治武田病院における TomoTherapy の初

期臨床経験．第 286 回日本医学放射線学会関西地方会．2007 年６月９日；

大阪． 
 
41) 佐藤 修、飯田茂晴、木津 修、森下博之、石原 潔、門澤秀一、西村恒彦． 

CT における胃壁肥厚の特徴所見の検討． 第 66 回日本医学放射線学会学術

集会．2007 年 4 月 13‐15 日；横浜． 
 
42) 森下博之、飯田茂晴、木津 修、佐藤 修、竹内義人．NBCA を用いた多

発腎嚢胞に対する腎動脈塞栓術．第 36 回日本 IVR 学会総会．2007 年 5
月 24‐26 日；金沢 

 
43) 森下博之、飯田茂晴、木津 修、佐藤 修、竹内義人．抜去困難な Gunther 

Tulip Filter を造影カテーテル単独で回収した１例． 第 36 回日本 IVR 学

会総会．2007 年 5 月 24‐26 日；金沢． 
 
44) 佐藤 修．打田賞受賞講演 〔展示部門〕 自己免疫性膵炎に多発腎腫瘤を

合併したと考えられる 1 例．第 21 回腹部放射線研究会．2007 年 6 月 1‐２

日；宮崎． 
 
45) 森下博之、佐藤 修、飯田茂晴、廣田達哉、中村尚子、竹内義人．多嚢胞腎

に対するヒストアクリル塞栓術．IVR 学会第 22 回関西地方会．2007 年 6
月 30 日；大阪． 

 
46) 竹内義人、荒井保明、高橋正秀、鶴﨑正勝、坂本憲昭、祖父江慶太郎、荒井

保典、森下博之．経皮的頚部食道穿刺法を用いたイレウスチューブのルート

変更術．IVR 学会第２２回関西地方会．2007 年 6 月 30 日；大阪． 



47) 森下博之．危険！NBCA の使い方．関西アンギオカンファレンス．2007 年

7 月 7 日；大阪． 
 
48) 中村尚子、廣田達哉、飯田茂晴、森下博之、佐藤 修、西村恒彦、中田好則、

加藤聖子、加藤元一、榎 泰明．子宮頸部悪性黒色腫の一例．第 287 回日本

医学放射線学会関西地方会．2007 年 11 月 10 日；大阪． 
 
49) 飯田典子、赤田 渉、高橋 健．MSCT による腹部内蔵動脈解離の検討．

第 66 回日本医学放射線学会総会．2007 年 4 月 13‐15 日；横浜． 
 
50) 赤田 渉、飯田典子、高橋 健．イレウス管が原因と考えられた腸重積症の

2 例．第２１回腹部放射線研究会．2007 年 6 月 1‐2 日；宮崎． 
 
51) 野崎太希、勝盛哲也、笠原利之、金 容香、福田賢一郎、馬場正道．右葉の

びまん性肝血管腫症を背景に発症としたと考えられる硬化性血管腫の 1 例． 
第 13 回肝血流動態イメージ研究会．2007 年 1 月 27‐28 日；横浜． 

 
52) 野崎太希、勝盛哲也、笠原利之、金 容香．内視鏡的止血術が奏効せず緊急

TAE を施行した出血性胃潰瘍の検討．第 21 回関西 IVR 地方会．2007 年 2
月 10 日；大阪． 

 
53) 勝盛哲也、笠原利之、金 容香、野崎太希．球状多孔性ゼラチンスポンジ粒

子（ジェルパート®）の径．第 21 回関西 IVR 地方会．2007 年 2 月 10 日；

大阪． 
 
54) 金 容香、勝盛哲也、笠原利之、野崎太希、伊藤博敏、西村恒彦．子宮筋腫

患者における卵巣静脈の血行動態: MR Angiography による評価．第 66 回

日本医学放射線学会総会．2007 年 4 月 13‐15 日；横浜． 
 
55) 勝盛哲也．子宮筋腫塞栓術：治療成績と合併症． 第 16 回茨城画像セミナー． 

2007 年 6 月 30 日；つくば． 
 
56) 勝盛哲也．UAE の現状．第７回子宮筋腫塞栓療法研究会．2007 年 9 月 8

日；淡路． 
 
57) 德井聡子、小林加奈、伊藤博敏、坪倉卓司、牛嶋 陽、西村恒彦．前立腺癌



125I シード永久挿入術の MRI 画像による評価．第 8 回京都 Uroradiology 研

究会．2007 年 1 月 19 日；京都． 
 
58) 田中 治、石原 潔、小山田裕一、黒田雅昭、中川 登、西村恒彦．B-RTO と

NBCA-lipiodol を用いた静脈瘤塞栓術を併用し、救命しえた大腸静脈瘤破裂

の 1 例．日本 IVR 学会第 21 回関西地方会．2007 年 2 月 10 日；大阪． 
 
59) 田中 治、小山田裕一、山口泰司、黒田雅昭、石原 潔．Portal-systemic 

encephalopathy に対する B-RTO の検討．第 2 回 R24 カンファランス．2007
年 3 月 31 日；精華． 

 
60) 田中 治、石原 潔．下腹壁動脈経由肝動注リザーバー留置－当院での経験－．

第 22 回京都府立医大関連施設 IVR カンファレンス．2007 年 5 月 14 日；京

都． 
 
61) 田中 治、石原 潔、小山田裕一、黒田雅昭、小沢 勝、西村恒彦．B-RTO と

NBCA-lipiodol を用いた静脈瘤塞栓術を併用し、救命しえた大腸静脈瘤破裂

の 1 例．第 36 回日本 IVR 学会総会．2007 年 5 月 24 日；金沢． 
 
62) 田中 治、石原 潔、森下博之、佐藤 修、山上卓士、西村恒彦．回収可能型

IVC フィルター永久留置症例における留置後 CT 画像の検討．第 43 回日本

医学放射線学会秋季臨床大会．2007 年 10 月 25 日；名古屋． 
 
63) 田中 治．バージャー病の 1 例．第 7 回奈良心臓血管治療懇話会．2007 年

11 月 15 日；奈良． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅶ．その他 
1) Yamazaki H，Imaging for gastrointestinal cancers – part 3 Liver and 

pancreas．3D conformal radiotherapy．IAEA training course．2007 
July11； Osaka．  

 
2) Yoshida K，Yamazaki H，Yoshida M，Kuriyama K，Oka T．Improved 

patient care 部門受賞； An Ambulatory Implant HDR Interstitial 
Brachytherapy System for Prostate Cancer．Optimal use of advanced 
radiotherapy in multimodality oncology 12th international conference．
2007 June 23； Roma． 

 
3) Kakimoto N，Inoue T，Inoue T，Murakami S，Furukawa S，Yoshida K，

Yoshioka Y，Yamazaki H，Tanaka E，Shimizutani K．日本歯科放射線学

会優秀論文賞；High-dose-rate interstitial brachytherapy for mobile 
tongue cancer: influence of the non-irradiated period．Anticancer Res 
26；3933-3937，2007 年 5 月 11 日．（受賞） 

 
4) 山崎秀哉．肺癌に対する放射線治療の現状と展望．第 4 回京都肺がんをなお

す会．2007 年 9 月 15 日；京都． 
 
5) 山崎秀哉．早期喉頭癌（声門癌）の放射線治療．大阪大学大学院医学系研究

科放射線統合医学講座放射線医学講座同門会主催第 9 回放射線医学講演会．

2007 年 10 月 6 日；大阪． 
 
6) 山崎秀哉．前立腺癌における放射線治療－ヨードシーズからトモセラピィま

で－．がん診断・診療の最前線/京都府立医科大学関連施設放射線科セミナ

ー．2007 年 12 月 22 日；京都． 
 
7) 奥山智緒．今日の画像診断における PET/CT の役割－消化器診療を中心に

－．京都府立医科大学関連施設放射線科セミナー．2007 年 12 月 22 日；京

都． 
 
8) 伊藤博敏．機能・形態診断としての心 MRI：日常臨床への応用．第 114 回

磁気共鳴懇話会．2007 年 9 月 15 日；京都． 
 
9) 伊藤博敏．腹部骨盤 MRI の適応疾患と撮像法 泌尿器領域．第 37 回



Radiology Update 学術講演会．2007 年 11 月 10 日；東京． 
 
10) 坪倉卓司．放射線治療の現状について．第 4 回今日の放射線診療研究会．2007

年 7 月 14 日；京都． 
 
11) 坪倉卓司．緩和医療における放射線科の役割．第 4 回京都府緩和ケアチーム

養成コース．2007 年 7 月 27 日；京都． 
 
12) 小林加奈．前立腺シード治療－Interplant 使用経験から－．CMS ユーザー

会．2007 年 3 月 10 日；大阪． 
 
13) 小林加奈．前立腺癌シード治療 症例提示．前立腺がん永久挿入密封少線源

治療研究会 メディコン社．2007 年 4 月 16 日；東京． 
 
14) 赤田 渉．「病気はどこまで見えるのか」－画像診断の実際－．第 12 回市

民公開講座．2007 年 4 月 8 日；京都． 
 
15) 小川史顕．メタボリック症候群について．乙訓地域老人会講演会．2007 年

1 月 24 日；向日． 
 
16) 小川史顕．認知症について．乙訓食生活改善推進員講演会．2007 年 1 月 29

日；向日． 
 
17) 小川史顕．新型インフルエンザ対策について．乙訓医師会・乙訓歯科医師会

講演会．2007 年 2 月 17 日；向日． 
 
18) 小川史顕．メタボリック症候群について．乙訓地区府職員健康管理セミナー

講演会．2007 年 2 月 21 日；向日． 
 
19) 玉井公子、神原真規子、北島則子、小川史顕、金井恵理、成瀬昭二、松岡幸

代、同道正行、坂根直樹、金 達龍．脳の健康づくりプログラム「らくな教

室」の取り組み．平成１８年度京都府保健福祉環境等調査研究発表会．2007
年 3 月 9 日；京都． 

 
20) 小川史顕．狂犬病対策について．乙訓医師会講演会．2007 年 3 月 15 日；向

日． 



21) 小川史顕．クラミジア感染症について．乙訓保健所教育講演．2007 年 3 月

23 日；向日． 
 
22) 小川史顕．人類の進化と病気．平成 19 年度乙訓教育委員会連合会定期総会

講演会．2007 年 5 月 7 日；京都． 
 
23) 小川史顕．結核予防法の廃止と感染症法への統合．乙訓医師会講演会．2007

年 5 月 10 日；向日． 
 
24) 玉井公子、神原真規子、北島則子、小川史顕、金井恵理、成瀬昭二、松岡幸

代、同道正行、坂根直樹、金達龍．脳の健康づくりプログラム「らくな教室」

の取り組み．日本公衆衛生学会近畿地方会．2007 年 5 月 24 日；大阪．  
 
25) 小川史顕．新型インフルエンザ対策について．乙訓民生児童委員協議会総会

講演会．2007 年 5 月 30 日；向日． 
 
26) 小川史顕．感染症法の改正について．乙訓保健所教育講演．2007 年 6 月 29

日；向日． 
 
27) 小川史顕．新型インフルエンザ対策について．乙訓医師会主催 平成 19 年

度 学校医と養護教諭との懇談会．2007 年 7 月 3 日；向日． 
 
28) 小川史顕．国民の健康状況と生活習慣病予防．長岡京市食生活改善推進員養

成講座．2007 年 7 月 9 日；長岡京． 
 
29) 小川史顕．結核の予防について．第１回大山崎町サークル活動教育講演会．

2007 年 7 月 12 日；大山崎． 
 
30) 小川史顕．結核の予防について．第２回大山崎町サークル活動教育講演会．

2007 年 7 月 17 日；大山崎． 
 
31) 小川史顕、半井達也．高齢者平成施設における感染症対策について．特別養

護老人ホーム「竹の里ホーム」感染症研修会．2007 年 8 月 24 日；長岡京． 
 
32) 小川史顕．新型インフルエンザについて．済生会京都府病院感染症研修会．

2007 年９月 13 日；長岡京． 



33) 小川史顕．生活習慣病とメタボリックシンドローム．京都府食生活改善推進

員連絡協議会 健康づくりリーダー養成研修会講演．2007 年 10 月 22 日；

京都． 
 
34) 小川史顕、半井達也．ノロウィルス感染症対策について．乙訓保健所教育講

演．2007 年 11 月 1 日；向日． 
 
35) 笹井泰代、玉井公子、高橋 彰、小川史顕、馬本郁男、斉ノ内良平、小原尚

之、梅山 信、高畑龍一、横林文子、水黒知行、片岡卓三、金 達龍、吉川

賢治、中島智樹、中嶋俊彰．乙訓保健所管内難病医療ネットワークの成果と

課題．乙訓医学会．2007 年 11 月 10 日；京都． 
 
36) 小川史顕．第１回：京都府京都市新型インフルエンザ対策ガイドラインにつ

いて．乙訓保健所教育講演．2007 年 12 月 7 日；向日． 
 
37) 小川史顕．第２回：京都府京都市新型インフルエンザ対策ガイドラインにつ

いて．乙訓保健所教育講演．2007 年 12 月 28 日；向日． 
 
38) 鈴木孝信．腹部救急疾患のＣＴ診断．第 55 回綾部医師会学術研修会．2007

年 2 月 24 日；綾部． 
 
39) 一島茂樹．クリニカルパスについて．第 36 回院内学術集談会・クリニカル

パス大会．2007 年 10 月 17 日；綾部． 
 
 


